
 

 

 

  

 

 

東京 23 区（特別区）では、全国各地域との信頼関係・絆をさらに強化し、連携を深め 

る取組みとして「特別区全国連携プロジェクト」を進めています。 

今後、遠隔自治体間連携の取り組みをさらに深めていくにあたり、自治体や国等の関 

係機関と方向性を共有し、全国に情報を発信する場としてシンポジウムを開催します。 

東京区政会館 20 階会議室（裏面参照） 

平成 28 年 4 月 26 日(火) 午後 2 時～4時 50 分 

13：00  開場 

14：00  基調講演「遠隔自治体間連携の可能性と展望」 

講演者 首都大学東京 大学院教授 大杉 覚 氏  

 

15：00  パネルディスカッション 

      パネリスト 大杉 覚 氏（首都大学東京 大学院教授） 

            末宗 徹郎 氏（内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局次長） 

            棚野 孝夫 氏（北海道町村会会長・白糠町長） 

            中山 泰 氏（京都府市長会会長・京丹後市長） 

            西川 太一郎（特別区長会会長・荒川区長） 

コーディネーター 目黒 義和 氏（㈱価値総合研究所・主席研究員） 

16:50   閉会 

日時 

場所 

対象 

定員 

全国の行政関係者または本プロジェクトに興味がある方 

130 名（先着順） 

費用 無料 

【申込み・問合せ先】  特別区長会事務局 特別区全国連携プロジェクト担当 

4 月 15 日までにメール（講演名「特別区長会 全国連携シンポジウム」、氏名、住所、電話番号

明記）または電話で申し込みください。 

TEL   03-5210-9738（月～金曜日 午前 8時 30 分～午後 5時） 

E-MAIL info@tokyo23city-kuchokai.jp(24 時間) 
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特別区（東京 23 区）は、全国各地の市町村と、文化交流や観光、産業、災害協定などで連携を

行っており、経済や生活全般にわたり、全国各地域に支えられて成り立っています。人口減少社

会を迎え、地域の崩壊や経済の衰退などが懸念される中、東京を含む全国の各地域が強い信頼関

係のもと、活き活きとしたまちづくりを進め、ともに発展・成長しながら共存共栄を図っていく

ことが求められています。 

そこで現在、特別区では、全国各地域との信頼関係・絆をさらに強化し、連携を深める取組と

して「特別区全国連携プロジェクト」を進めています。 

 

アクセス  

〒102-0072  

千代田区飯田橋 3-5-1 東京区政会館 

東京メトロ 東西線 飯田橋駅 Ａ5出口すぐ 

東京メトロ 有楽町線 飯田橋駅 Ａ2 出口徒歩 2分 

東京メトロ 南北線 飯田橋駅 Ａ2出口徒歩 2分 

都営地下鉄 大江戸線 飯田橋駅 Ａ2 出口徒歩 2分 

JR 中央・総武線 飯田橋駅 東口徒歩 5分 

 

特別区長会ＨＰアドレス  

http://www.tokyo23city-kuchokai.jp/ 

特別区全国連携プロジェクトとは 

◆ 全国自治体との情報交換、連携ＰＲが可能なホームページの開設 

 ○ 一般用ホームページでは連携事業、全国市町村から寄せられたトピックスを紹介 

○ 会員専用ホームページには連携事業の提案・応募が可能な「掲示板」を設置 

◆ 全国自治体専用のＰＲパンフレットスタンドを 23 区の各区役所に設置 

◆ 遠隔自治体との連携の推進 

○ 雪の活用 

  ・岩手県北上市、西和賀町の保存事業により、区こども祭等(3 区)で活用 

○ 東北六魂祭への協賛 

  ・東北の復興を願い、区役所等でのＰＲ、 

現地での特別区ＰＲ等を実施 

※被災自治体に延べ 6,500 名超の職員を派遣 

（平成 28 年 2 月現在 100 名派遣中） 

 ○ 北海道町村会との連携 

 ・144 町村との連携・交流について意見交換を実施（道庁、北海道経産局も支援） 

・荒川区と釧路管内 8市町村による連携事業をはじめ、5区で連携事業を実施（予定を含む）   

 ○ 京都府市長会・町村会との連携(事業の内容について協議を開始) 

平成 27 年度の主な取組状況 


